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医薬品の適正使机に欠かせない情報です｡必ずお読み下さい｡

使用上の注意改訂のお知らせ
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ジプロフイリン製 平成 10年 5月

剤 ノエ山キヨーコイリニ･ 杏林市製代薬区株E式l河会2社東京千田神Z畔台-(ジプロフイリン注) ⑳ 98-

謹啓 平素 は格別の御引立 てを賜 り厚 く御礼申 し上 げます

さて､この度弊社の キ ヨ- コ イリ ン･エh申 使用上の注意｣を改訂いた
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ま したの で､ご案内申 し上 げます し


｡
なお､改訂涛付文書 を封入 した製品が､お手元に届 くまでには若干の時間のずれが生ず


ことがあると存 じますが､何卒 ご了承下 さいますようお願 い申 し上 げます｡ 敬 白る
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昏睡等の意識障害があらわれること ､

が報告 されているので､扶持fl.阜剤の投 Jj 

-ニ;適 切を盤道丘.行うこと. 

..2)_,乾性脳

遊廓 (症テオフ イ7)ン)で耗難､息撒障
改 訂
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4.副作用 (まれに : 0.1%未満､ときに : 0.1 

%-5%未満､副詞なし: 5%以上又は頻度不明 

)(2)重大な副作用 (類薬の場合 

)痩撃､意識障害 :類薬 (テオフィリン)

でまれに直撃及び譜藁､昏睡等の意識障

害があらわれることが報告されている

省三射二J J.[き続 き急件脳症にヨミる 二七 が

塩i･=qさゴしているので､このような症状

が垂 らわ] Lた場合は､投与を申LLL､抗

痘_P･T4剤の投与笠適切な処箔二を行うこと

｡封｣貞紋取融軽

症粧 損 テ T｢ イリン)で偶紋祐芯地 L虹

むあらわれることが報告されているので

､EPK LiL尊に注意することO 

: 0年 3月 1 ｡平成 1 2日付事務連絡に基づく改訂

又､添付文書をより理解しやすく､使用しやすい形式にするために記載全般の見直しを行いました

薬発第606号､薬発第607号､薬安第59号 (平成 9年4月25日付 ｡)

★築面に改訂後の ｢使用上の注意｣全文が記載されていますので､併せてご参照下さい



★改訂後の ｢使用上の注意｣は以下の通りです｡ 

1.慎重投与 (次の患者には慎重 に投与すること) 

(1)急性心筋杖塞､丑矯な心筋障苔のある患者 

[心航刺激作用を有するため､症状を悪化 させるおそれがあ

る｡ ] 

(2)てんかんの患者 

[中枢J裾敗作用によって発イ 1を起こすおそれがある｡ ] 

(3)甲状腺稜能冗進症の.敵者 

[甲状腺機能7C進に伴 う代謝克進､カテコールア ミンの作用を

増強するおそれがある｡ ] 

(4) Fl者急性幣炎の, i,

[腎臓に刈する負 荷を;.;. l･二,,め､尿蛋白が増加するおそれがあるo
(5)祐齢者 (｢砧齢者への投 ′ j.Jの項参照) 

(6)小児等

【本刑の副作川があらわれやすい｡ ] 
2.相互作用 

[イ井用注意] (イ井用に注意すること)
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' rり H (再評価締果時)以下 の制作用は､頻度が井出できない. d作J報

( )ショックショックを 告を含む｡1重大な副作用

超こすことかあるので､観察を十分に行い､異常が認め られた場合には投与 を中止 し､適切な処i Fjを行 う

(2)重こと｡ 

1 額謙(大な副作用 テオフィリン)( で睦鮮又は折衷､昏睡等の意軌障平が)痩撃､意識障害類薬の場合)
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3】横頂仙訂､妬(J.融解症.さて･リノ )で肌組織触軒症があらわi _ ･ ることが紹いるので .CPK f･抑 T L(2)そ:のI 用 にd li;Jはすること 
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4高齢者への投与悪′ ･喧吐 l''､ f 蹄J. 食欲不棚､腹1 T) r 等
 

本刑は､三トとして幣膿から排氾されるが､.i赫怒では
TLJ

低下 していることが多いため､高い血 ,Jl槻経が

1- おそれが ll濃度が持続する

5 妊婦､産婦あるので､r L'L. i;並に投与すること｡
 

､授乳婦等への投与
灯婦又は妊娠 している叶能性のある村人には

性が危険作を｣ . ､満額上の有益_回ると判断される場合にのみ授与するこ

[姉礎(テオフィリン)の動物 と｡ 

れている】｡ 実験(マウス)でイほ寄形′】′lが認めら

6.小児等への投与

7.適用上副作J ljがあらわれやすいので便乗に投 与 ,-すること｡ 

( ) の注意 軸主射にあたっ1筋肉内注射時 筋r勾l


揖軒を避けるため､下記の ては､組縦 ･細末 X
lなどへの

)神経走行部位を避けるよう. l11 点に配牒すること｡ IjL7コ､する

2)練 り適 し注射する場合 こと( 

互に には､I'11射部位をかえ､例えは左右交 /


注射するなど行うこと｡
なお､乳 ･幼 ･小児には迎用 しない


3 ことが望ましい｡
)注射針を別人したとき､潰席を訴えたり､

た場合は､置ちに針を叛 き､部イ ;Lをかえて 血液の逆流をみ

()アンプルカット時 : 注射すること｡2 本品はワンポイントカットア

川 しているが､アンプルの市 ンプルを促

2)急性脳症成功 を テ ナフ_ I [リン ) 栄 .. 1敵姑th Fm で燕三 C


